
 

 
 

支払基金統一事例 

【 投薬 】 

 

１３ 単なる動脈硬化症に対するペリシット錠の投与について 

 

《平成２９年９月２５日》 

 

○ 取扱い 

 

単なる動脈硬化症に対するペリシット錠の投与は、原則として認めない。 

 

 

○ 取扱いを作成した根拠等 

 

ペリシット錠の適応は「高脂血症の改善」に加えて「ビュルガー病、閉塞性

動脈硬化症、レイノー病、レイノー症候群に伴う末梢循環障害」とされている。 

上記の動脈疾患は、末梢循環障害を主要症状とする一群である。 

したがって、単なる「動脈硬化症」に対するペリシット錠の投与は、原則認

められないと判断した。 
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